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論    文    の    要    旨 
  
 水素は、量子性が高く、特異な電気陰性度をもつことから、水素を配位子とした金属錯体は、基礎、応























て分裂した、本来双極子遷移が禁止されている Fe3d 軌道間の遷移(dd 遷移)に対応する。この過程にお
いては、電子数が保存されているため、これによって dd遷移に関するエネルギー分解能の極めて高い計
測が可能となる。 




















審    査    の    要    旨 
〔批評〕 
 両者の研究は、特性の優れた、あるいは実験に相応しい試料を準備し、単色性に優れた励起光を照射
し、RIXS においては、さらに、極めて高い分解能で放出された光子のエネルギー分解能の極めて高いエ
ネルギースペクトルを得たことが重要であった。さらに、ここで得られた結果は、注意深い緻密な解析を行
うことによって、意味を持つものである。発表後の質疑応答においては、この点について、特に、測定の分
解能、エネルギー原点の決め方、ピーク形状、ノイズの起源を含め、多面的に、集中的に討論が行われ
た。その結果、これらのポイントが、本研究で求められる条件を満たすものである事が確認された。これに
よって、本論文の主張の正当性が確認されるとともに、著者の高い能力が示された。 
 ここで得られた結論は、Mg2NiH4 については、調光ミラーとして応用する場合の基礎的知見となるだけ
でなく、材料劣化の機構も含め、極めて高い意義を有するものである。一方、Mg2FeH6については、他の
方法では計測する事が困難な、結晶場における dd遷移の詳細を理解する上での重要な知見を提供する。
さらに、従来、無批判に成立を信じている、物性物理学におけるボルン・オッペンハイマー近似の有効性
について議論をはじめる出発点となるもので、極めて大きな波及効果を有することが明らかになった。本
学位論文の高い価値を示すものである。 
 
〔最終試験結果〕 
  平成２７年２月２０日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
 
 
 
